
●平成31年２月１日発行／発行所・蕨市役所
●１月１日現在人口：75,261人   前月比  ＋66人
　世帯数：38,973　　   人口密度：14,728人／㎢
●蕨市の面積　5.11㎢

2019/平成31年
わらび・817

～今月の特集～
　◦新庁舎建設基本構想・
　　基本計画

広報WARABI

～今月の表紙～　思いっきり外遊び
　冬のさなか、寒さが和らいだ日の塚越
地区留守家庭児童指導室での数ショット。
子どもたちの笑顔がはじけています。
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　現庁舎は昭和39年に建設され、現行の耐
震基準を満たしておらず、大地震の際には
災害対応に支障が生じることが予想されま
す。また、老朽化が著しいほか、混雑時に
は立って待つ人がいるほど狭隘な上、トイ
レが階段の踊り場にあり、来庁者にご不便
をかけています。そのため、市では昨年度
５つの整備方法について比較検討。その上で、「耐震化は建替えにより行
い、建設場所は現在地とする」という基本方針を決定しました。

市
が
更
に
飛
躍
す
る
未
来
を
創
造

し
て
い
く
拠
点
と
し
て
、
災
害
に

強
く
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
り
な
が

ら
も
機
能
が
充
実
し
、
誰
も
が
利

用
し
や
す
い
庁
舎
を
目
指
し
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
基
本
理
念
を
具
現
化

す
る
た
め
、
５
つ
の
基
本
方
針
と

新
庁
舎
に
求
め
ら
れ
る
22
の
役
割

と
機
能
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

規
模
は
施
設
計
画
に
お
い
て
、

現
在
の
敷
地
に
加
え
、
県
道
に
面

す
る
よ
う
隣
接
地
へ
の
拡
張
を
行

う
こ
と
と
し
、
床
面
積
は
狭
隘あ

い

な

現
庁
舎
の
課
題
を
踏
ま
え
、
1.4
倍

程
度
の
約
６
５
０
０
平
方
㍍
（
現

庁
舎
４
６
９
５
平
方
㍍
）
と
し
て

　

現
在
地
で
の
建
替
え
が
決
定
し

て
い
る
市
庁
舎
の
耐
震
化
整
備
。

今
年
度
は
基
本
構
想
・
基
本
計
画

の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
昨
年
６

月
に
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
や
今
年
１
月
に
受
け
た
蕨

市
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
・
基
本

計
画
審
議
会
か
ら
の
答
申
を
踏
ま

え
、
こ
の
度
、
構
想
・
計
画
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

本
案
で
掲
げ
た
新
庁
舎
の
基
本

理
念
は
「
歴
史
・
文
化
を
活
か
し

『
未
来
の
蕨
』
を
創
造　

人
と
環

境
に
や
さ
し
く
、
市
民
に
親
し
ま

れ
、安
全
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
庁
舎
」。

歴
史
・
文
化
を
活
か
し
つ
つ
、
蕨
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新
庁
舎
の
建
設
に
向
け
て
、
今
年
度
は
そ
の
基
本
理
念
や
規
模
、
機
能
な
ど
、
新
庁
舎
建

設
の
根
幹
と
な
る
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
構
想
・
計
画
案
が
ま
と
ま
り
、
現
在
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
意
見
を
伺
う
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

「
未
来
の
蕨
」を
創
造
す
る
拠
点
と
な
る
新
庁
舎→

今
年
度
内
の
策
定
に
向
け
て
計
画
案
ま
と
ま
る

新
庁
舎
建
設
基
本
構
想･

基
本
計
画

蕨市新庁舎建設基本構想・基本計画審議会
から市へ答申（１月８日）

現在地での建替えが決定している市庁舎

現在地での建替えが決定している
市庁舎の耐震化整備
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　学識経験者や公共的団体の代表、
市議会議員、公募市民の委員13人
で構成される「蕨市新庁舎建設基
本構想・基本計画審議会」を昨年５
月に設置。新庁舎の基本理念や役
割と機能、規模などについて、他
市の新庁舎の視察や市民アンケー

トの結果を踏まえ審議を行い、その内容をまとめた答申書を１月
８日、齊藤会長（埼玉大学大学院教授）が賴髙市長に手渡しました。

す
る
場
合
は
約
48
億
２
０
０
０
万

円
で
、
蕨
市
庁
舎
整
備
基
金
（
昨

年
度
末
約
12
億
１
０
０
０
万
円
）

や
地
方
債
を
主
な
財
源
と
し
ま
す
。

　

市
庁
舎
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
災

害
対
応
の
拠
点
で
あ
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
く

安
心
し
て
使
い
続
け
ら
れ
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
市
で
は
今
後
も
市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
未
来
の

蕨
を
創
造
す
る
拠
点
と
な
る
新
庁

舎
建
設
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

い
ま
す
。
た
だ
し
国
の
基
準
よ
り

も
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。
概
算
事
業
費
は
約
38
億
２
０

０
０
万
円
、
地
下
駐
車
場
を
整
備

　

本
案
は
現
在
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
を
実
施
中
で
す
。
今
後

は
そ
う
し
た
ご
意
見
を
踏
ま
え
、

今
年
度
内
に
基
本
構
想
・
基
本
計

画
を
策
定
し
、
来
年
度
か
ら
２
か

年
に
わ
た
り
、
基
本
設
計
・
実
施

設
計
を
進
め
、
２
０
２
３
年
度
中

の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
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皆
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え
今
年
度
内
に
策
定
へ

→

＜新庁舎の基本理念＞
－歴史・文化を活かし「未来の蕨」を創造－

人と環境にやさしく、市民に親しまれ、安全でコンパクトな庁舎
新庁舎に求められる役割と機能：新庁舎の基本理念を具現化するため、５つの基本方針を定め、分類・整理。
基本方針１：防災拠点となる安全な庁舎
■�高度な耐震性能を備え、災害対策・復旧拠点とな
る安全な庁舎を目指します。

　① 防災拠点機能　② 災害対策本部機能
　③ 業務継続機能

基本方針２：だれもが利用しやすい庁舎
■�ユニバーサルデザインに対応し、誰もが安心して
快適に利用できる庁舎を目指します。

　④ 案内機能　⑤ 窓口・市民相談機能
　⑥ ユニバーサルデザイン　⑦ 駐車・駐輪
　⑧ 議会機能　⑨ 執務機能　⑩ 会議・打合せ機能
　⑪ 書庫・倉庫　⑫ セキュリティ機能
　⑬ 福利・厚生機能

基本方針３：環境にやさしい庁舎
■各種取り組みにより、環境負荷の低減に努めます。

　⑭ 自然エネルギーの活用　⑮ 各種省エネルギー手法の導入
　⑯ 都市環境への配慮

基本方針４：建設・維持管理コストを抑えたコンパクトな庁舎
■�多様化する行政需要に柔軟な対応ができる機能と空間を備えながら、
機能的でコンパクトな庁舎とし、コストの低減を図ります。

　⑰ 建設コスト縮減方策　⑱ 維持管理コスト縮減方策
　⑲ 施設のコンパクト化方策

基本方針５：市民が親しみやすい庁舎
■憩いの場や市民が交流できる空間を確保します。

　⑳ 蕨らしさの創出　㉑ 市民交流機能　㉒ 市民利便機能

昨年５月から計７回開催
蕨市新庁舎建設基本構想・基本計画審議会

　提出＝所定の様式（庁舎建設室、市民活動推進室、
図書館、各公民館、市ホームページで入手可）に必
要事項を記入し、19日までに郵送（必着）、ファクシ
ミリ、Ｅメール、持参で庁舎建設室（☎
420・8866　捌432・7992  糸chousha@
city.warabi.saitama.jp）

ご意見をお聴かせください
19日までパブリック・コメント実施中

＜新庁舎建設に関する参考資料＞
①新庁舎建設の規模

考え方 規　模
国 土 交 通 省 算 定 基 準 面 積 約8,440㎡
コンパクト化を図る面積の合計 ▲1,940㎡
コ ン パクト化後の合計面積 約6,500㎡

③新庁舎建設の事業スケジュール
年度

項目
2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

新庁舎の基本設計・
実施設計
仮設庁舎等工事
現庁舎の解体工事 供用開始

新庁舎の建設工事 ◎

②新庁舎建設の概算事業費
項　目 概算事業費（税込み） 　地下駐車場

（設計段階に
有無を検討）
を整備する場
合も想定し、
金額に幅を持
たせています。

新庁舎建設工事費 34.2億円～44.1億円
現庁舎解体工事費 2.2億円
設計及び監理費 1.8億円～1.9億円
　 合 計 　 38.2億円～48.2億円

　新庁舎の床面積は、想定される利用実態に合わせて、事務
室や廊下などのレイアウトに配慮するとともに、一部機能の
兼用利用を検討して、国の基準に基づき算定した面積よりも
コンパクト化を図り、約6,500平方㍍と設定します。
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市内の刑法犯認知件数に
占める自転車盗の割合

情報ダイヤル
掲載は無料。申し込みは

秘書広報課（緯433・7703）へ

▼
蕨
て
ん
と
う
む
し
の
会　

第
１
・

３
金
曜
日　

午
前
10
時　

図
書
館　

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ　

無

料
≪
高
島
・
緯
251
・
５
９
３
５
≫

▼
松
原
俳
句
会　

第
２
木
曜
日　

午

後
１
時　

松
原
会
館　

60
歳
以
上
の

か
た　

月
２
０
０
０
円
≪
北
沢
・
緯

443
・
４
２
５
６
≫

▼
北
町
囲
碁
ク
ラ
ブ　

土
曜
日　

午

後
１
時　

北
町
公
民
館　

年
１
２
０

０
円
≪
小
林
・
緯
431
・
３
１
８
０
≫

▼
ね
こ
の
み
み（
市
民
交
流
・
談
話
）

月
１
回　

正
午　

市
内　

５
０
０
円

≪
北
田
・
緯
432
・
８
５
０
１
≫

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー　

土
・
日
曜
日
・

祝
日　

北
小
学
校　

月
１
５
０
０
～

２
０
０
０
円
（
未
就
学
児
は
年
間
１

０
０
０
円
）
年
中
～
小
学
生　

活
動

時
間
要
確
認
≪
小
泉
・
緯
090
・
４
９

４
８
・
５
９
３
６
≫

▼
第
２
和
楽
備
ス
ト
レ
ッ
チ
・
脳
ト

レ
＆
ラ
ジ
オ
体
操
絆
の
会　

月
・
水
・

金
曜
日
の
６
時
15
分
か
ら
に
加
え
、

新
た
に
月
・
水
曜
日
の
８
時
20
分
か

ら
城
址
公
園
で
実
施
。
早
起
き
が
苦

手
な
人
も
気
軽
に
参
加
を
≪
平
田
・

緯
080
・
４
１
７
９
・
６
９
０
７
≫

●
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か

リポートそこが知りたい〈１34〉

県
内
犯
罪
率
ワ
ー
ス
ト
３
か
ら
脱
却

進
む
防
犯
対
策 

犯
罪
件
数
が
大
幅
減

蕨の「いま」を
　　　　伝えます!!

　市では町会や警察などと連携し、
地域ぐるみで防犯対策を推進して
います。こうした取り組みにより、
近年、刑法犯認知件数は減少して
います。今後も安全で安心して暮
らせるまちづくりに向け、防犯対
策にご協力をお願いします。

児
童
の
下
校
を
見
守
る
北
町
二
丁
目
町
会
の
皆
さ
ん

　

防
犯
対
策
は
、
直
近
の
市
民
意

識
調
査
で
も
市
政
の
重
点
施
策
の

中
で「
重
要
度
」１
位
と
な
る
ほ
ど
、

皆
さ
ん
の
関
心
の
高
い
分
野
で
す
。

首
都
圏
に
位
置
し
、
坂
道
が
少
な

い
蕨
で
は
自
転
車
利
用
者
が
多
い

こ
と
も
あ
り
、
自
転
車
盗
の
割
合

が
高
く（
左
図
）、
こ
れ
ま
で
20
年

近
く
も
の
間
、犯
罪
率（
一
定
期
間

に
発
生
し
た
犯
罪
件
数
を
単
位
人

口
で
割
っ
た
率
）
が
県
内
ワ
ー
ス

ト
３
以
内
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
市
で
は
平
成
19
年
度

に
「
蕨
市
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り

地
域
で
取
り
組
む
防
犯
対
策

犯
罪
件
数
は
着
実
に
減
少
へ

条
例
」
を
施
行
す
る
と
と
も
に
22

年
度
か
ら
は
防
犯
計
画
を
策
定
。

自
主
防
犯
組
織
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
う
ほ
か
、
28
年
度
に
は
全

て
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
29
年

度
に
は
街
な
か
防
犯
カ
メ
ラ
事
業

を
実
施
す
る
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん

や
警
察
と
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

防
犯
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。こ
う
し
た
施
策
が
実
を
結
び
、

刑
法
犯
認
知
件
数
は
着
実
に
減
少

し
、昨
年
は
７
６
５
件
で
、ピ
ー
ク

時（
平
成
15
年
）の
３
０
４
６
件
と

39.2％
（300 件）

市内の刑法犯認知件数の推移
昨年はピーク時（平成15年）
の約４分の１にまで減少！

H15 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30…

3,046

765871
986991

1,270
1,439

1,485
1,8051,757

1,367

（平成30年）

※自転車盗の対策と
して、必ず鍵をかけ
ましょう。また、路
上放置は危険ですの
で少しの間でも駐輪
場を利用しましょう。

（件）
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▼
竹
紫
館
（
剣
道
）
月
・
水
・
金
曜

日　

午
後
６
時
半　

同
館　

月
２
０

０
０
円　

小
学
生
≪
照
井
・
☎
090
・

８
４
７
８
・
８
２
９
４
≫

▼
カ
ノ
ン
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

19

日　

午
後
１
時　

文
化
ホ
ー
ル
く
る

る　

６
０
０
円
≪
坂
内
・
緯
443
・
８

９
６
８
≫

▼
わ
ら
び
剣
友
会
剣
道
体
験
教
室　

２
日
～
４
月
６
日　

土
曜
日
（
３
月

16
日
を
除
く
）　

全
９
回　

午
後
６

時　

市
民
体
育
館　

新
小
学
１
年
生

以
上
（
応
相
談
）　

無
料　

飲
み
物
、

タ
オ
ル
持
参
≪
久
保
・
緯
070
・
１
１

８
５
・
８
０
２
９
≫

▼
江
戸
あ
る
き
「
江
戸
川
区
葛
西
の

富
士
山
を
め
ぐ
っ
て
地
下
鉄
博
物
館

へ
」　
２
日
・
７
日　

午
前
９
時
に
Ｊ

Ｒ
蕨
駅
改
札
前
に
集
合　

７
０
０
円

≪
富
山
・
緯
090
・
２
７
６
４
・
１
３

４
２
≫

▼
子
育
て
サ
ロ
ン
ち
き
ん
え
っ
ぐ　

23
日　

午
前
10
時　

メ
リ
ー
ポ
ピ
ン

ズ
蕨
北
町
ル
ー
ム　

親
子
（
１
歳
～

５
歳
）　
無
料
≪
髙
橋
・
緯
430
・
７
８

３
６
≫

▼
日
帰
り
旅
倶
楽
部
参
加
者
説
明
会

日
時
等
詳
細
は
電
話
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
≪
岩
本
・
緯
090
・
３
４
３
１
・

４
２
９
５
≫

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

５
日
＝

中
央
公
民
館　

８
日
＝
南
公
民
館　

25
日
＝
旭
町
公
民
館　

午
後
７
時　

語
り
合
い
の
場
。
ぜ
ひ
一
度
、
見
学

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
≪
高
橋
・
緯

090
・
２
３
０
２
・
８
５
１
０
≫

●
参
加
し
ま
せ
ん
か

●
ご
相
談
く
だ
さ
い

　今月18日から市・県民税の申告を
自治会館で受け付けます。また、期
日前には南・東公民館に事前申告会
場を設置します。申告が必要な人は
今年１月１日現在、蕨市に居住して
いた人、または市内に事務所・事業
所・家屋敷のあった人です。期限内
申告にご協力をお願いします。

問い合わせ＝税務課（緯 433・7707）

市・県民税の申告受付を開始
期間は18日から３月15日まで

申
告
は
期
限
内
に

※所得税及び復興特別所得税の確定申告の受付
については、お知らせ版２㌻を御覧ください。
また、今月号の『広報蕨』の折り込みちらしに
詳細を掲載しています。併せてご確認ください。

市・県民税申告受付会場

市民会館

自治会館
（中央5-13-2）

↑蕨駅

長泉院
卍

中山道本町通り

市
役
所
通
り

駅
前
通
り

図2 市・県民税申告受付会場と日程

自治会館市役所

出張申告受付会場と日程

２月６日 南公民館 午前９時半～11時半 
午後１時～３時２月７日・８日 東公民館

自治会館＝18日～３月15日　午前９時～午後
４時　※土・日曜日
は休み（24日・３
月３日は受付可）。
※期間中は市役所
庁舎内では申告受
付はできません。
　その他の申告に
必要な物は市ホー
ムページをご参照
ください
（右ＱＲ
コード）。

比
較
す
る
と
約
４
分
の
１
に
（
４

㌻
）。犯
罪
率
に
お
い
て
も
ワ
ー
ス

ト
３
を
脱
却
し
、
６
位
ま
で
順
位

を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
依
然
と
し
て
多
い
自

転
車
盗
や
巧
妙
化
す
る
振
り
込
め

詐
欺
な
ど
、
更
な
る
対
策
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
防
犯
意
識
を
持
ち
、

身
近
な
こ
と
か
ら
防
犯
対
策
を
進

め
、
犯
罪
の
起
き
に
く
い
環
境
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

昨
年
、
３
０
０
件
発
生
し
て
い

る
自
転
車
盗
で
は
、
被
害
の
４
割

以
上
が
安
全
と
思
え
る
住
宅
敷
地

内
で
起
き
て
い
ま
す
。
ど
こ
で
あ

っ
て
も
二
重
の
鍵
を
か
け
る
な
ど

油
断
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、昨
年
も
市
内
で
30
件
、２
１

０
０
万
円
以
上
の
被
害
が
発
生
し

て
い
る
振
り
込
め
詐
欺
に
は
、
日

頃
か
ら
家
族
と
連
絡
を
取
り
合
っ

た
り
、
通
話
録
音
装
置
を
設
置
し

て
会
話
を
録
音
し
た
り
す
る
な
ど

の
対
策
を
と
る
と
効
果
的
で
す
。

　

市
で
は
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆

さ
ん
に
対
し
、
防
犯
に
必
要
な
情

報
の
提
供
や
知
識
の
普
及
・
啓
発

を
行
う
ほ
か
、
防
犯
活
動
を
積
極

的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
犯

罪
を
未
然
に
防
止
し
、
誰
も
が
安

全
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

一
人
ひ
と
り
が
防
犯
意
識
を

防犯対策に関する問い合わせ＝安全安心推進課（緯430・7834）

▲�平成15年以降、全市的に実施している
　防犯パトロール（写真は下蕨南町会）

▲�町会や警察と連携し、通学路などの道
　路上を中心に防犯カメラを 140 基整備

▲��市内に3,000基以上ある全ての防犯灯を�
明るく、省エネで寿命の長いＬＥＤに

主な防犯対策の
取り組み

　安全で安心なまちづくりに向け
て、地域全体で取り組んでいる防
犯対策のうち一部を紹介します。

※確定申告をした人や、収入が給与か公的年金
のみの人のうち支払者から支払報告書が提出済
みで所得控除の変更や追加がない人は申告不要。
ただし、国民健康保険や後期高齢者医療、介護
保険の加入者は申告が必要な場合があります。
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ま
ち
の
話
題

2/1（金）～7（木） 8（金）～14（木） 15（金）～21（木） 22（金）～28（木） 3/1（金）～7（木）
00 タウンタウン

消防出初式
元Ｊリーガーによる

サッカー教室

タウンタウンワイド

中央小の機織り体験
笑いヨガ教室
くるみ保育園の

交通安全教室
未来を変える

エコチャレンジ

タウンタウンワイド
福祉・児童センターの

せつぶん
おはなし☆ぽん
３Ｂ体操
拉致問題啓発舞台劇

「めぐみへの誓い
─ 奪還 ─」

タウンタウン
西小ビッグフラッグ
日本語ボランティア

養成講座

タウンタウン
避難所運営訓練
歴民オープニング

コンサート
10 特集・ウィークリープラス

子どもミュージカル
ラビコ新春公演

蕨市政なう！

蕨の未来に向けて推進！
市庁舎の建替え

特集・歴史民俗資料館
第38回特別展

「矢崎康彦　江戸扇子展
─ 継承と創作 ─ 」

20 市政ガイド

税の申告について

特集・学びあいカレッジ

わらび学びあいカレッジ
設立10周年イベント

安全安心なまちづくり

進む防犯対策
犯罪件数が大幅減

採れたてスポット

地域の話題が
盛りだくさん

特集・ウィークリープラス

ブラインドサッカー
体験会

30 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報

放送時間は、毎日午前９時・
正午・午後３時・６時・９時
からそれぞれ 45 分間です。市からのお知らせ・地域の話題などをお送りします

「ハローわらび」２月の番組表CATV

こ
こ
で
は
１
月
上
旬
か
ら
１
月
下
旬
ま
で
の
話
題
を
紹
介
し
ま
す

 

ビ
デ
オ
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
話
題
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
放
映
し
ま
す

　１月９日、蕨市と蕨市内郵便局との包括
連携に関する協定及び災害発生時における
協力に関する協定が締結されました。地域
活性化や市民サービスの向上、災害発生時
の相互協力などを目的とした同協定。当面
は振り込め詐欺防止に係る連携・協力や郵
便局内での市の事業のＰＲなどを行います。

市内郵便局と協定を締結

「ハローわらび」ＤＶＤ／放送終了後から貸し出します　無料　詳細・貸し出し場所＝秘書広報課（☎433・7703）

　20歳の門出をお祝いする「第73回成年式」
が、１月14日に市民会館で開催されました。
式典では新成人代表による「青年の主張」や
「20歳の誓い」の発表などが行われ、出席し
た420人（対象789人）の新成人の皆さんは、
成人式発祥の地の歴史を感じながら、大人
としての自覚を深めていました。

発祥の地で華やかに挙行

　１月13日、消防本部で「蕨市消防出初式」
が開催されました。式では消防職員による
高所救助救出訓練や消防団員による放水訓
練が披露されたほか、小学生防火ポスター
展入賞者への表彰などを実施。参加した230
人は、安全で安心して暮らせるまちづくり
への思いを新たにしました。

一年の安全を誓う出初式



7　広報WARABI

　１月14日､ 錦町スポーツ広場で「元Ｊリ
ーガーによるサッカー教室」が開かれまし
た。元Ｊリーガーの３人が自身の経験を踏
まえたサッカーへの取り組み方や技術など
を教えるこの催し。参加した市内小・中学
校の子どもたち35人は、楽しみながら練習
に取り組んでいました。

元Ｊリーガーに学ぶ教室

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で

観
客
魅
了

　蕨市ＰＲ大使で、宝塚歌劇団雪組トップ
娘役の真

ま

彩
あや

希
き

帆
ほ

さんもかつて所属していた
｢子どもミュージカルラビコ｣の新春公演が
１月20日、東公民館で行われました。子ど
もたち16人の元気いっぱいな歌や踊りに、
満員の会場はすっかり魅了されていました。

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－562－

　
「
明
る
く
活
発
な
性
格
の
紗

久
は
、
体
操
教
室
で
覚
え
た
運

動
を
お
家う
ち

で
私
た
ち
に
披
露
す

る
の
が
大
好
き
。
バ
ラ
ン
ス
感

覚
が
養
わ
れ
た
の
か
、
最
近
は

逆
立
ち
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
進
ん
で
挨
拶
す
る
の

が
好
き
で
、
社
交
性
も
身
に
付

い
て
き
た
紗
久
。こ
の
調
子
で
、

思
い
や
り
を
持
っ
て
幅
広
く
人

と
接
し
な
が
ら
、
自
分
ら
し
さ

も
大
事
に
で
き
る
子
に
な
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
、

母
親
の
千
佳
さ
ん
。

紗
さ

久
く

ちゃん（３歳４か月）

川
かわ

井
い

　隆
たか

行
ゆき

さん

　　　千
ち

佳
か

さんの 長男
北町４丁目

　

全
国
で
は
悲
惨
な
交
通
事
故
が

ま
だ
ま
だ
多
数
発
生
す
る
中
、
蕨

市
で
は
交
通
関
係
団
体
を
は
じ
め

と
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
、警
察
、行

政
が
一
体
と
な
っ
て
交
通
事
故
防

止
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
特
に

自
転
車
の
交
通
事
故
の
比
率
が
高

い
事
か
ら
、
平
成
26
年
に
は
県
内

２
番
目
と
な
る
自
転
車
安
全
利
用

条
例
を
制
定
し
、
自
転
車
レ
ー
ン

の
整
備
を
進
め
、
29
年
度
末
ま
で

の
３
ヵ
年
で
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
へ
の
補
助
も
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
毎
年
、
市
内
の
学
校
を
会
場

に
ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る
交
通
安

全
教
室
を
開
催
し
、
交
通
安
全
母

の
会
の
皆
さ
ん
な
ど
に
よ
る
道
路

診
断
に
基
づ
き
、
地
区
毎
に
安
全

対
策
を
講
じ
る
交
通
事
故
多
発
地

区
整
備
事
業
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、昨
年
、市
内
の
人

身
事
故
件
数
は
前
年
よ
り
約
３
割

も
減
少
し
、
県
内
市
で
最
も
大
き

な
減
少
率
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
過
去
最
長

と
な
る
連
続
１
３
０
０
日
を
超
え
、

県
内
市
で
最
も
長
い
期
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
交
通
量
の

多
い
都
市
部
で
は
画
期
的
な
事
で

す
。こ
れ
か
ら
も
、市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
交
通
安
全
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

115

市長　賴 髙 英 雄

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木
曜日。今月は７日です。
３月は７日です。時間
は午後１時～５時を予
定しています。
　ご希望のかたは秘書
広報課（緯433・7701）
へご連絡を。

交通死亡事故ゼロが
県内市１位の
連続1300日を突破
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年
６
月
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
も
予

定
さ
れ
て
お
り
、
盛
り
上
が
り
を

見
せ
る
女
子
サ
ッ
カ
ー
。
そ
の
女

子
サ
ッ
カ
ー
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
る
南な

ん

稜り
ょ
う

高
校
女
子
サ
ッ
カ
ー

部
の
武
田
あ
す
み
さ
ん
（
17
歳
・

北
町
５
丁
目
）
は
、
昨
年
９
月
に

行
わ
れ
た
埼
玉
県
高
校
女
子
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会
で
準
優
勝
し
、

関
東
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
の
頃
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を

始
め
、
小
学
校
は
蕨
北
町
サ
ッ
カ

ー
、
中
学
校
で
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

で
練
習
を
し
て
き
た
武
田
さ
ん
。

女
子
サ
ッ
カ
ー
部
が
あ
る
南
稜
高

校
に
入
学
す
る
と
１
年
生
の
夏
に

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
か
ら
ゴ
ー
ル
キ
ー

パ
ー
へ
転
向
し
ま
し
た
。
最
初
は

慣
れ
な
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
戸
惑
い

広
報
蕨
　
八
一
七
号
　
平
成
三
十
一
年
二
月
一
日
発
行
　
毎
月
一
回
発
行
　
印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
埼玉県高校女子サッカー選手権大会準優勝

武
たけ

田
だ

 あすみ さん

今

チームを守る最後の砦

ま
し
た
が
、
経
験
を
積
む
な
か
で

声
出
し
や
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
と
の
連

携
の
重
要
性
に
気
づ
き
、
積
極
的

に
チ
ー
ム
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

よ
う
に
。
そ
の
成
果
も
あ
り
、
県

大
会
で
は
決
勝
リ
ー
グ
最
終
戦
ま

で
無
失
点
で
勝
ち
進
み
ま
し
た
。

　

決
勝
リ
ー
グ
最
大
の
見
せ
場
は

２
年
生
の
と
き
同
じ
舞
台
で
敗
北

を
喫
し
た
本ほ

ん

庄じ
ょ
う

第
一
高
校
と
の
試

合
で
す
。
序
盤
か
ら
苛か

烈
な
攻
め

に
苦
し
め
ら
れ
ま
す
が
、
デ
ィ
フ

ェ
ン
ス
で
の
経
験
を
生
か
し
た
走

り
ま
わ
る
守
備
な
ど
で
相
手
の
ゴ

ー
ル
チ
ャ
ン
ス
を
防
ぎ
、
得
点
を

許
し
ま
せ
ん
。
そ
の
守
り
を
援
護

し
よ
う
と
味
方
が
待
望
の
先
制
点

を
決
め
る
と
、
１
点
差
を
守
り
抜

き
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２
勝
１
敗
で
決
勝
リ
ー

グ
を
終
え
準
優
勝
。
関
東
大
会
で

は
、
初
戦
で
今
年
の
全
国
優
勝
校

に
敗
れ
、
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し

た
が
、「
３
年
間
す
ば
ら
し
い
仲
間

と
サ
ッ
カ
ー
を
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
」
と
笑
顔
を
浮
か
べ
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
大
学
の
女
子
サ
ッ

カ
ー
部
に
入
る
武
田
さ
ん
。「
チ

ー
ム
に
頼
ら
れ
る
キ
ー
パ
ー
に
な

っ
て
活
躍
し
た
い
で
す
」
と
、
目

標
を
掲
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
更

に
練
習
を
重
ね
、
チ
ー
ム
を
い
ち

ば
ん
後
ろ
か
ら
支
え
る
守
護
神
と

し
て
、ゴ
ー
ル
を
守
り
続
け
ま
す
。

輝

いて
ます

キャプテンとしてチームを支えた武田さん

 今月の河鍋暁斎記念美術館

Kawanabe
yosai

　

猪い
の
し
し

に
乗
る
蛙
の
周
り
を
バ
ッ
タ

や
虫
た
ち
が
囲
む
楽
し
い
動
物
戯ぎ

画が

が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

作
品
は
広
報
蕨
１
月
号
で
ご
紹
介

し
た
「
七し

ち

福ふ
く

冨ふ

士じ

之の

萬ま

喜き

神が
み

」
と

同
様
に
曽そ

我が

兄
弟
の
敵か

た
き

討う

ち
の
話

が
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
富
士
の
巻ま

き

狩が

り
」に
登
場
す
る
、

源み
な
も
と
の
よ
り
と
も

頼
朝
の
前
に
飛
び
出
し
て
き
た

大
猪
に
、
仁に

っ

田た

四し

郎ろ
う

が
後
ろ
向
き

に
飛
び
乗
っ
て
退
治
し
た
、
と
い

う
話
が
蛙
に
見
立
て
て
描
か
れ
て

い
る
の
で
す
。

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

─ No.33 ─

展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開　館＝午前10時～午後４時
休　館＝木曜日・毎月26日～末日
ところ＝南町４-36-４
入館料＝�一般600円　中学生～大学生500円
　　　　小学生以下300円
　　　　（20人以上の団体は要予約）
詳　細＝同館（☎441・9780）

 河鍋暁斎記念美術館　１月４日(金)～２月25日(月)
「亥年の福神画」展
  同時開催 「寄贈作品展 第２弾 暁斎と同時代の画家たち」展

暁斎筆「猪に乗る蛙」 錦絵 

本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

天才絵師の作品

蕨にあり


